
長崎県建設工事入札制度合理化対策要綱 新旧対照表

改 正 後 （新） 現 行 （旧）

（審査及び名簿登載）

第４条

(4) 主観的審査事項

ア 主観的審査項目

(ｽ)新規学卒者等雇用

「学校教育法」（昭和22年法律第26号）第1条に規定する学校又は第124条に規定する専

修学校を卒業した者、もしくは「職業能力開発促進法（昭和44年法律第64号）第15条の

6第1項第1号から第3号に規定する公共職業能力開発施設を修了した者（在職者訓練、離

職者訓練は除く。）（以下「新規学卒者等」という。）を卒業又は修了から6カ月以内に採

用し、かつ審査対象特定日時点で継続雇用している場合に加点の対象とする。又その新

規学卒者等の雇用が翌年以降も継続された場合、採用から5年目を迎える年まで、それ

ぞれの年の審査対象特定日において加点の対象とする。

評価の方法は、審査対象特定日においてその新規学卒者等が次の表の左欄に掲げる

雇用期間である場合に、中欄に掲げる建設業法施行令（昭和31年政令第273号）第27条

の5に規定する指定学科を修めた者であるか否かに応じて右欄の付与点数を審査点数に

加える。ただし、上限の人数を2人までとし、かつ点数の上限は20点とする。該当する

工事種類について加点の対象とする。

雇用期間 指定学科修了者に該当 付与点数（点）

× 43年未満

○ 8

× 63年以上5年未満

○ 10

（格付け区分の適用日等）

第13条 本要綱において審査された格付区分は、平成26年4月1日以降の入札から適用する。

～略～

（審査及び名簿登載）

第４条

(4) 主観的審査事項

ア 主観的審査項目

(ｽ)新規学卒者雇用

「学校教育法」（昭和22年法律第26号）第1条に規定する学校又は第124条に規定する専

修学校を卒業した者（以下「新規学卒者」という。）を卒業から6カ月以内に採用し、か

つ審査対象特定日時点で継続雇用している場合に加点の対象とする。又その新規学卒者

の雇用が翌年以降も継続された場合、採用から5年目を迎える年まで、それぞれの年の

審査対象特定日において加点の対象とする。

評価の方法は、審査対象特定日においてその新規学卒者が次の表の左欄に掲げる雇

用期間である場合に、中欄に掲げる建設業法施行令（昭和31年政令第273号）第27条の5

に規定する指定学科を修めた者であるか否かに応じて右欄の付与点数を審査点数に加

える。ただし、上限の人数を2人までとし、かつ点数の上限は20点とする。該当する工

事種類について加点の対象とする。

雇用期間 指定学科修了者に該当 付与点数（点）

× 43年未満

○ 8

× 63年以上5年未満

○ 10

（格付け区分の適用日等）

第13条 本要綱において審査された格付区分は、平成24年4月1日以降の入札から適用する。

～略～


